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　被爆７０周年の記念展示として、広島城ではこの夏「広島城と陸軍―昭和２０年8月6日防空作戦室」

を開催しました。７０年前のあの日、広島城本丸に設けられていた中国軍管区司令部防空作戦室では、何

が起こっていたのでしょうか。さまざまな手記や証言からたどってみましょう。

中国軍管区司令部防空作戦室
　史跡広島城内の本丸下段の南側に陸軍の中国

軍管区司令部防空作戦室跡がひっそりとたたず

んでいます。中国軍管区司令部とは、中国5県の

軍政を扱う組織として昭和２０年（１９４５）６

月２２日に大阪の中部軍管区司令部から分離す

る形で誕生しました。その組織の一つとして中国

軍管区司令部防空作戦室が存在しました。防空作

戦とは、敵味方を含め上空を飛ぶ飛行機の情報を

一元的に集め、司令官が高射砲陣地や航空隊へ指

揮命令を行うともに、空襲警報・警戒警報などを

発令・解除することを指しますが、本土空襲が激

しくなると、役割は空襲警報・警戒警報などを発

令・解除することが主となりました。中国5県に

対して、警報の発令・解除の権限を持っていたの

は中国軍管区司令官（藤井洋治中将）でした。な
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お、広島県内には海軍の呉
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鎮
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があり、呉鎮守

府司令長官は呉軍地区・徳山地区・内海西部海面

に対しての警報を発令・解除する権限を有してい

ました。

　防空作戦で一番重要な飛行機の飛行状況は、民

間の警防団が管理する防
ぼう

空
くう

監
かん

視
し

哨
しょう

で２４時間空を

観察し、夜間や荒天時は音を聞き、目撃情報を防

空作戦室へ伝えます。このような防空監視哨は昭

和２０年３月時点で広島県内に３３か所存在し、

中国５県では１００か所以上の防空監視哨が２４

時間体制で空を監視し、情報を中国軍管区司令部

防空作戦室に送っていました。民間の防空監視哨

の他、陸軍が設置し兵士が勤務する防空監視哨も

数か所存在しました。こうした情報は軍用通信の

有線電話で送信され、これを中国軍管区司令部防

空作戦室の情報室で受ける役目は、昭和２０年４

月から動員されていた比
ひ

治
じ
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高等女学校３年の学

徒（一部女学校を卒業した軍属の人も勤務）でし

た。陸軍直属の防空監視哨からの無線で送られて

くる情報だけは、通信室に常駐していた陸軍航空

情報隊の通信兵が担当していました。防空監視哨

からの情報は、すべて司令官や参
さん

謀
ぼう

のいる防空作

戦室に集められ、壁にかかる中国地方の地図の目

撃情報に対応する防空監視哨の位置の豆電球を点

灯させます。そして豆電球の点灯する流れを見な

がら、防空作戦室内の参謀たちにより空襲警報・

警戒警報などの発令・解除が判断されました。こ

の情報が隣の指揮連絡室や情報室にメモと電光板

より伝えられ、そこの学徒（軍属）によって、広島

中央放送局や近接する軍管区司令部、各地の防空

監視隊へ有線電話を使い連絡する体制となってい

ました。

　ただ、中国軍管区司令部の庁舎は原爆により焼

失しため、防空作戦室に関する残存する資料は皆

無で、当時の関係者の証言から断片的に当時の状

況をうかがうことしかできません。

昭和２０年８月６日
　昭和２０年８月６日の中国軍管区司令部防空

作戦室の状況は、どの様になっていたのでしょう

か・・それを考える上で、前夜の８月５日の出来

事から語る必要があると思われます。

　８月５日、午後９時２０分に広島地区に警戒警

報が発令されます。それが午後９時２７分には空

襲警報発令となり、午後１１時５５分空襲警報は

解除となります。これは、山口県宇部市に来襲し

たＢ２９の一団に反応したものと思われます。そ

の３０分後、日が変わり６日の午前０時２５分に

再び空襲警報が発令されます。今度は愛媛県今治

市に来襲したＢ２９に反応したものと推測され、

午前２時１０分に空襲警報が解除となり、その５

分後の午前２時１５分には警戒警報も解除となり

ます。この夜は、中国軍管区に隣接する兵庫県西

宮市の大半が焦土となる空襲を受けていました。

　こうしたさなか、北マリアナ諸島にあるテニア

ン島から原子爆弾 “リトルボーイ” を搭載したＢ

２９ エノラ・ゲイが科学観測機・写真撮影機の

Ｂ２９各１機を伴い飛び立ち、日本までの約７時

間の飛行に入りました。

　中国軍管区司令部防空作戦室内の比治山高等女

学校の学徒は総員が約９０名で、それを３班に分

け、約３０名ずつが昼夜２交代で業務に従事して

いました。夜勤の場合、半数交代として午前１時

で交代していましたが、この晩は相次ぐ敵機来襲

の情報から全員が部署につくように命令があり、

班全員が８月５日の晩から８月６日の朝まで勤務

していました。

　空襲警報の連続で眠れない夜を過ごした広島市

民に、８月６日午前７時９分、警戒警報が発令さ

れます。これは１機で広島上空に侵入し、天候の

状況をテニアン島の基地に通報した天候観測機の

Ｂ２９ ストレートフラッシュに反応したもので、

すぐに広島の空域から離脱したので午前７時３１

分に警戒警報は解除となりました。この通報は後

続のエノラ・ゲイも受信し、原爆投下は第一目標

であった広島市に最終的に決定されました。

Ｂ２９  エノラ・ゲイに対して警報は？
　中国軍管区司令部が昭和２０年８月１３日にま

とめた『八．六廣島市被害状況』の中に、「敵機ノ



來襲並二警報発令状況」として

〇七〇九　廣島縣警戒警報發令

豊後水道及國
クニ

東
サキ

半島ヲ北上セル敵大型三機ハ廣島

縣西部ヲ経テ廣島縣中部ヲ旋回後〇七二五逐次播

磨灘ニ脱去セリ

〇七三一廣島縣警戒警報解除

〇八〇六松永監視哨ハ西北進中ノ敵大型二機ヲ發

見〇八〇九更二同哨ヨリ三機ト訂正

との記載が見られますが、８時台の警報の発令に

ついては一切触れられていません。なお、７時台

の警戒警報は天候観測機のＢ２９ ストレートフ

ラッシュに反応したものと思われますが、先行す

る天候観測機は１機なのに３機と記録されている

点には疑問が残ります。その後の８時台の松永防

空監視哨（現福山市）からの通報を中国軍管区司

令部防空作戦室で受け取っていたことは、中国軍

管区司令部の報告書に記載がある以上間違いない

事と思われます。

    当時、中国軍管区司令部に勤務されていた落合

秀明さんは、策
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（落合氏はこのように記述さ

れています）勤務の兵長から直接聞いたことを含

め手記にまとめられており、策戦室（作戦室）に

は下士官１名と兵長１名が留守番で残っていたよ

うで、「松永監視所よりの通報を受け、留守番をし

ていた下士官の命令で兵長が食事中の将校集会所

へこのことを報告に行く。この報告を受け新
にい

見
み

中

尉と秦
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少尉は警戒警報は間に合わないので、空襲

警報を発令させるために策戦室に急いで帰って

来る。昨夜から泊まり込みで放送していたＪＯＦ

Ｋ（広島放送局）の放送局員が今朝警戒警報の解

除と共に帰局していたため、新見中尉が広島放送

局への受話器を取り「八時十二分、中国軍管区情

報、敵大型三機、西条上空を西進中、空襲警報発

令」と叫ぶ。」と、当時の内部の様子を書かれてい

ます。指揮連絡室にいた比治山高等女学校の学徒

の一人、岡ヨシエさんは “〇八一三　　ヒロシマ・

ヤマグチ　ケハ” と書かれたメモが防空作戦室か

ら出たことをはっきりと記憶されています。ケハ

とは警戒警報発令の意味で、落合氏の記録とは異

なっています。

　『広島原爆戦災誌　第一巻』には、「この時、上

流川町の広島中央放送局では、情報連絡室から、

突如、警報発令合図のベルが鳴った。軍管区司令

部から情報が入ったときに、アナウンサーに知

らせるベルである。古田正信アナウンサーは、第

二スタジオ脇の警報事務室に駆け込んだ。 「午

前八時十三分、中国軍管区情報、敵大型機三機、

西條上空を西進しつつあり、厳重なる警戒を要

す。」古田アナウンサーは、廊下を足ばやに歩きな

がら、ざっと原稿に目を通し、スタジオに入るな

り、ブザーを押した。時に八時十五分！「中国軍

管区情報！敵大型３機、西条上空を・・・」と、

ここまで読み上げた瞬間、メリメリッとすさま

じい音、鉄筋の建物がグラッと傾くのを感じ、フ

ワァーッ！と体が宙に浮きあがった」との記述も

見られ、中国軍管区司令部防空作戦室内でもなん

　　　　中国軍管区司令部防空作戦室　平面図（単位：㎜ ）　広島工業大学工学部　十河研究室作成
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が鳴り出した。ああ、またＢ２９が来たなと、空

を見ていると、向こうの山の方に白い雲のような

ものが、フワッと湧いた。次の瞬間、大きな火炎

がグワッと立った。」（第四巻）、安芸郡矢野町で

は「八時に警戒警報が発令された（呉地区の発令

か）（注2）ので、矢野町役場屋上の防空監視所に登

ると同時に、大音響が起こり、思わすその場に伏

したが、監視哨が吹きとんだような感じがした。」

（第四巻）と、わずかではありますが原爆投下直前

警報が発令されていたことを示す記述も見られま

す。これらのことから推察すると、非常に限定的

ではありますが、警報が市民に伝わった可能性も

否定はできないと思います。

　被爆７０年が経過した今、８月６日８時１５分

直前の警報の有無について断定的に語ることは困

難です。また、中国軍管区司令部の作成した『八．

六廣島市被害状況』の中には「本状況ニ依リ警戒

警報ヲ發令セントスルヤ〇八一五爆撃ヲ受ク」と

あり警報発令についてはっきりと発令したと書か

れてはいません。

　しかし、証言から考えると、中国地方の防空作

戦を担当する中国軍管区司令部防空作戦室内で

は、広島に迫りくるＢ２９の存在に全く気が付か

なかった訳でなく、“警報” は防空作戦室内では発

令はされた。それを外部に伝える最中に、原子爆

弾が広島市の上空で炸裂したと考えるのが妥当だ

と思います。　　　　　　　　　（秋政　久裕）

　（注1）　国立広島原爆死没者追悼平和祈念館「被爆体験記」
　　　　　（執筆年　平成７年）より一部抜粋
　（注2）　（呉地区の発令か）は広島原爆戦災誌の編者の方が入
　　　　　れたものと思われます。海軍の呉鎮守府も空襲警報・
　　　　　警戒警報の発令・解除の権限を有していましたが、そ
　　　　　の発令地域は限定されています。当時、呉鎮守府が発
　　　　　令できる呉地区には矢野町は含まれていません。

らかの動きをしていたことには間違いないと思わ

れます。

　山中高等女学校を卒業し、軍属として中国軍管

区司令部防空作戦室で当日勤務されていた斎藤美

知子さんは、手記（注1）の中で「私達の班は五日の

夜は夜勤で六日の朝交替の予定でしたが夜半から

何度も空襲警報が発令され仮眠もろくにとれない

まま朝になり又八時前にも空襲警報が出て交替

は大巾に遅れていました。でも間もなく解除にな

り、ほっとしていましたら又発令とのことで急い

で警報板のスイッチを押しはじめ半分くらい伝達

し終った時、後の窓から何千個と も思えるフラッ

シュ様の光・・・・続いてドドーオンと言う大音

響と共に竜巻の様なものすごい風が入って来て私

は吹き飛ばされて少の間気を失っていた様で気が

つくと机の下に倒れていました。」と書かれてお

り、警報発令後、わずかではありますが外部に警

報の伝達が行われていたことを記述されていま

す。

　一般的に、広島市への原爆投下は警報などの発

令は一切無かったとされたとされ、多くの方の手

記にもそのように書かれていますが、『広島原爆

戦災誌』の手記の中には、広島女子商業学校に駐

屯していた陸
りくぐんせんぱくほうへいだんえいせい
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隊では、「『隊

長、敵機！』と、同時に広島市内外、遠く、近く、

いっせいに空襲警報のサイレンがけたたましく鳴

りはじめた。とたんに、異様な無気味さを感じた

私は、糸井中尉の指し示す剣尖の方向を仰ぎ見た。

青空の真っただ中に３つの閃光を見た。」（第一

巻）、安佐郡安佐町では「朝から非常に暑く、部屋

の障子を全部あけて、遠くをボンヤリ眺めていた

ところ、ちょうど、その時、警戒警報のサイレン


